
史二丁干主Î .n, 
C'--J土ま士「有

王手轟ち宅ヲ縄県z出ョ
一一"一一 

*床板(シャ シ)部分を外して、動力ユニントに交換・装着してくt三さい。
*スノープロウは着脱可能です。 (力プラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。) 

*EF2∞， EF210, 0053などゼ琢; 車体長が長かためカブラーの首撮りが充分にで曹ません。
量逮運転や、撞IJ、カーブ，$カーブ止では、遺績が不安定な場合がありますのでご注調Eください。

ホ左右4箇所の爪ψで、車体
と固定します。

本ゆるい場合には、両面子ープ
などで国定してください。

園ωーシの完成〉
本出来上がった台車の4箇所のツメを床板に通します。 

E謂ETJ稲田
ドロパ 

(2両を固定連結する場合

|二世用 c~ 

Nゲージ化周パーツの取り付け方法 iIiII拡EII開設店 1 1 
*Bトレインショーティーは、動力ユニット〈別売)を装婚することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

①機関車への動力ユニットの取り付け
.rBトレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用」を使用します。 

|の爪円、車体と画定します。ホ動力ユニット1 台で、通常 

本旧ヲイプ床板では、台車の回転止めピンがあります。また、初代床板では力プラ 台座

直流通勤型電車 K 

| 共通組み立て説明書 

A 注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

・本商晶の対象年齢は15才以上です。対象年齢来満のお子様には絶対に与え忽いでください。
・小さ芯部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒恩などの危険があります。
・誤飲の危険がありますので、3才来満のお子憶には絶対に与えないでください。

シ"・ベ スメーカーをご使用の方除、マグネットカブラー(連結器の部品)を身体に近づけ忽い
ょうご注意ください。

・マグネットカブラー(連結器の部品)は磁石を使用していますので、テレビ時計・パソコン 
ZZどに近づけI互いでくだ古い。磁気で機能異常が起己る場合があります。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付11部署無理な方向に曲げたり引っ張ったりし砿いでください。
.部品はプラスチッヲ用ニッJï.ーなどできれいに切D取D苦しょう。切口取った後のヲズ1<1:捨ててください。
・部昂の中に|乱やむをえす、とがった部分がありますので、気者つけて組み立ててください。
.シールは、必要主主部分を切D抜いて貼ってください。
・部晶の加工の際の刃物、工具などのご使用にあたっては.それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買い上 lずのお客篠へ》 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センター
干277-8511 柏市豊四季241-22 ナビダイヤル IJ~γIJ-IJa.l-ll l1 
.受付時間 10時-17時 {祝日車事害事体業日を除く〉 
PHふ IP電話等をご利用の方は04-7146-0371 におかけください.

《商品・修理品送付先》 パンダイ 街木修理・配送センター
干321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67
.宮業時間 10時-17時(土、目、祝日車事害事体業日を除く) 電話番号はお害様相談センタ 共通

*床板(シャーン)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
ホ台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウェイトは、走行状況に応じて慣用してください。車内の空きスペースに、両面テープなどで固定します。)

⑧トレーラー{動力の無い車田}への台車の取り付け 
.rBトレインショーティー専用・走行台車日』を使用します。
*台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲーピン穴に装着してください。
車台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
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|・Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。 
I -線路、コントローラーは、各社のNゲジ規格の製品が共通に使用できます。

地 Nゲージにおける使用方法は、各社・ Nゲ ジの取り扱い説明書をご覧ください。

|本床板前後の穴?と、左右2箇所・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
l担両程度を牽引(自車含む)することができます。

I (勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
①機関車用・動力ユ二ツ卜(スカートは取り外してください。)

|品番11 ・1031 ポケットライン用動力ユニット | 

*EF64o , OF50 , 0053など、車体裾の低い車両には装着できません。

キ 1 1-1 031立、魅入時にはカブラーポケットの肉側に又トッパー(プラ小片〉が入ってい宮すので、
必ずストッパーを取り外してから撞婚してください。

寧 KATO製『チピ客車用動力ユエット』在使用する場合l立、
手すりを切り叡ってからシャーシと交換・薮着します。
{輔はっては.庫橿のー圏在朝吻i>l目工が必聾草場合糊ります.)

③トレーラー用・台車 (台車レリーフは取り付けできません。 )
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KATO ・ 11-401 PS14 ・ E車パン膏ヴラ7 '/リーンマツウスー 80・2 ・ PS13:圏I竃パン世ヴラ7 
場各湿の受像パーツI~. メーカー， ø式によって取り付けが置い(緩い)場合もありますので、それ KATO: 11-403 PS22 ・ E車・下枠買量帯パν世ザラフ デ1)ーンマッヲスー 80-3 ・ PT42: 直I車パン'1'/ラ7 
ぞれ聞盤のうえ取り付けてください.またパーツによっては加工が必要なものもあります。 KATO:11-404. 11-420 PS16・直車パン宮'/ラ7 '/リーンマッヲス・ 80・ 5:PT43・直溝パン'1'/ラ7

*動カユユットの.着には車種によっては車体側の一旬(ガラス，スカート事ど〉や、動力ユニット	 ー 11-420は、屋損穴が4・田置視応対応します。 'Jロ1ポイント :PT7 1C シンM7'ーム・パン世タラフ
の床板などを切り殴る等の加工が必要な場合があります。 

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社目パンヲグラフを取り付けることができます。 

201o-9R 

と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

本台車に取り付1すた『台車レリーフ』が走行中に落下しないように‘取り付けがゆるい場合
には娘婿剰などを使用して固定してください。 

(

eスカートのある先頭車に、動カユエットや走行台車を取り付ける緬舎は、スカートを取り 、

主
m
z
p外すか、または台車のカブラ一部分を切り取ってから按婿してください。 -パンタグラフの交換

*続勝歯車など車体纏にカバーのある車両では、台車レリーフ壷取り付けできません。 *お好みのNゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。 



(饗板の組合わせ)
配管あり・箱なし) 蘇我寄り
モハE2335醐---布一←一一一一官、、 (箱なし r'一一一一一一一~\
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東京寄りキ貫通扉右酬に箱があります。

ま15L箱 証 見2且

(ステッカーの貼付け位置〉
*貼り付1す位置の参考倒です。台紙からお肝きな
ものを選んで、切り抜いて貼ってください。
(刃物のお取り扱いには、充分にご注意ください。
記載の無いものはお好みの位置にお貼りください。)

-・・ー.tき:温町ヨ.i''---'"

方向幕(屋根前端に貼ります)

コーポレート・口ゴ
町川酬胤馴川柳川‘R

車体番号クハE232・5001

(車体の組立て)

モハE232 サパE232

①左右のガラスの前後にブロックを取り付けます。

*ブロックの上下の向きに注意して、パチンと奥まではめ込んで

ください。 I ブロック・前から ガ九圃園田Lガラス| 
..... +:11.圃医-=+ Il 下 『凶園田園凶...~ I 

②屋根を取り付けます。 I .. 01IIII--

(パン骨付きの車両 lまパンヲグラフを取り付けます。)

③妻板を取り付けます。

(先頭車は後方1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。)

④左右の側面を取り付けます。

⑤ンャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。

(中間車は完成です。)

⑥先頭車は前面を取り付けて完成です。

(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバ の

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

ホ取説に記載されている車両は、バリエーシヨン内の 部です。

正面パーツ!屋根パーツなどは、車種・塗装によってセ‘ノ卜されている
パ ツが異なりますのでご注意ください。 

CQ&ti, 
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( 実車の編成例 )*時期によって、編成や車体形状は変化山ますのでご注意ください。 

;!EE吉田回国首国国回直
 
501 5001 5401 5401 5001 5501 切01 5001 5201 5201 5001 


511 5011 5411 5411 5011 5511 5011 5011 5211 5211 5011 


502 5002 5402 5402 5002 5502 印02 5002 5202 5202 5002 

503 5003 5403 5403 5003 5503 印03 5003 5203 5203 5003 

504 5004 5404 5404 5004 5504 5004 5004 5204 5204 5004 

505 5005 5405 5405 5005 5505 印05 5005 5205 5205 5005 

506 5006 5406 5406 5006 5506 印06 5006 5206 5206 5006 

507 5007 5407 5407 5007 5507 5007 5007 5207 5207 5007 

508 5∞8 5408 5408 5008 5508 5008 5008 5208 5208 5008 

509 5∞9 5409 5409 5009 5509 5009 5009 5209 5209 5009 

510 5010 5410 5410 5010 5510 5010 5010 5210 5210 5010 




車体番号 (5叩O番台東薫輔) (3剛番台湘南斬宿ライン) 
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